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研究成果の概要： 

過去 1 年に必要な治療を控えた者の割合は日本 10%米国 12.6%であった。受診を控えた理由とし

て最も多かったのは、日本では「待ち時間」米国では「忙しい」であり両国の違いもみられた。

しかし、両国とも所得が低いほど「費用」を受診抑制の理由としてあげる者が有意に多く、低

所得高齢者は高所得者に比べ、およそ 1.3～1.5 倍治療を控えやすいことが明らかになった。 
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１．研究開始当初の背景 

所得など社会経済的地位による健康格差
の理由として、生活習慣、環境、医療アクセ
スの違いなどが指摘されている。近年、日本
でも医療制度改革により、医療費自己負担が
増加し、必要な医療が抑制される可能性が危
惧されている。特に高齢者は慢性疾患を抱え
やすく、受診時期の遅れが重篤な結果を招く
可能性がある。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、受療を制限する要因（自

己負担医療費、医療機関への距離など）につ

いて異なる医療制度を持つ日米両国の高齢
者データを用いて探ることである。 

 
３．研究の方法 
日本データは 2006 年の AGES（愛知老年

学的評価研究）の一部（N=15302）、米国デ
ータは 2003 年の Community Tracking 
Study Household Survey の一部（N=7325）
を使用した。社会経済的地位をあらわす変数
として年間等価所得（世帯所得を世帯人員の
√で割ったもの）を、受療行動として、健診
受診、受療抑制の有無、かかりつけ医の有無
を用いた。 
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４．研究成果 

必要な治療を控えた者の割合は日本 10%
米国 12.6%であった。高所得者に対する低所
得者（所得 3 分位による）の受療抑制オッズ
比（ロジスティック回帰分析による）は日本
で 1.49 米国 1.30 であった。つまり、低所得
高齢者は高所得者に比べ、およそ 1.3～1.5 倍
治療を控えやすいことを意味する。 

費用を理由としてあげた者は日本 24.4%、
米国 23.5%であり、低所得者ほどその割合が
高かった。その他の理由として「かかるほど
の病気でない」（日本 26%、米国 41.2%）と
回答した高齢者が両国で多く、疾患の種類に
よっては予後の悪化につながる可能性も示
唆された。受療抑制の理由として最も多かっ
たのは、日本では「待ち時間が長い」（日本
28.3%、米国 0.6%）米国では「忙しい」（日
本 10%、米国 24.3%）であり、両国の違いも
浮き彫りになった。 
健康状態については、両国とも低所得の高

齢者ほど主観的健康感が悪く、抑うつ傾向で
あった。低所得者における受療抑制は予後の
悪さとも関わっており、日本データの一部の
解析によると、治療疾患のない者に比べて受
診を控えた者の要介護認定率は約 2.3 倍であ
った。 
受療抑制の結果、健康状態が悪化するか否

かについては、さらなる縦断的な検討が必要
である。また受療抑制には医療機関への距離
や費用以外の要因も関わっていることから、
医療満足度など意識面からの調査の必要性
も示唆された。 
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